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令 令
和
初
の
菰
野
町
成
人
式

和
２
年
菰
野
町
成

人
式
が
１
月
12
日
に

町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
晴
れ
着
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
少
し
緊
張
し

た
表
情
で
会
場
に
集
ま
っ
た
新
成
人

た
ち
。
し
か
し
、
小
学
校
や
中
学
校

時
代
の
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
果
た
す
と
自
然
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
、
思

い
出
を
語
り
合
う
な
ど
し
て
式
典
が

始
ま
る
前
か
ら
会
場
周
辺
は
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
華
を
添
え
る
鬼
神
衆
に

よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
、
町
長

や
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
や
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を

代
表
し
て
４
人
が
登
壇
し
、
こ
れ
か

ら
の
抱
負
や
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た

新
成
人
に
聞
く

今年は平成11年度生まれが対象で成人式に
は全体の75.7％、373人の新成人が参加
しました。

二
十
歳
の
抱
負

成
人
式
に
参
加
し
た
新
成
人
た
ち
に
こ

れ
か
ら
の
抱
負
や
夢
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
将
来
有
望
な
新
成
人
た
ち

の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

家族を養って幸
せな家庭を築き
たい！

25 歳までに結
婚したい！

とにかく結婚し
たい！

現在勤めている
運送業の仕事を
頑張りたい！

筋肉をつけて体
を大きくしたい
です！

頑張って勉強し
て菰野町で保育
士になりたい！

卒業するために
単位を全部とり
たい！

海外旅行へ行っ
て世界を見て回
りたい！

渡 部 ま り さ
ん

朝上小
あ

幸せな老後を過
ごせるように今
を頑張りたい！

柴 田 慶 一 さ
ん

菰野小
郎

村 上 七 海 さ
ん

竹永小

宇 佐 美 沙 さ
ん

朝上小
耶

中 村 太 一 さ
ん

菰野小

内 田 歌 凛 さ
ん

朝上小

村 上 義 大 さ
ん

朝上小

宮 下 希 望 さ
ん

千種小

南 綾 音 さ
ん

千種小

両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
発
表
し
、

小
学
校
や
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら

新
成
人
と
の
学
生
時
代
の
思
い
出
や

今
後
に
向
け
て
の
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ

る
と
、
新
成
人
た
ち
は
感
慨
深
そ
う

に
耳
を
傾
け
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
式
典
の
最
後

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
小
学
校
ご

と
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
二
十
歳

を
迎
え
て
の
決
意
に
満
ち
た
表
情
は

成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

大
人
と
し
て
こ
れ
か
ら

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を

担
っ
て
い
く
新
成
人
た
ち
。
そ
れ

ぞ
れ
の
明
る
い
未
来
と
夢
に
向
か
っ

て
今
、
歩
み
は

じ
め
ま
し
た
。

菰 野 町 成 人 式

たな一歩
　式典前の町民センターロビー　「とにかく飲み
たい」と語ってくれた４人組　毎年恒例の新成人
飛び込み参加コーナーで歌を披露　スマートフォ
ンを使って記念撮影　メッセージを贈る恩師　真
剣な面持ちで参加する新成人たち　にぎわう体育
センター前　たくさんの同級生たちと記念撮影
新成人たちのあふれる笑顔　車の前でも記念に一
枚　にぎわいが落ち着く頃には夕暮れに

新
成
人
の

山下文樹さん（竹成）　
畑 杏未さん（菰野第一区）

これから成人
になる方は要注意！

令和４年４月 1日から成年年齢
が20歳から 18歳に引き下げら
れますが、菰野町では「成人式」
の名称を変更してこれまで通り
20歳の方を対象に開催します。
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町内地区別新成人数（人）【令和元年11月１日現在】
地区 菰野 鵜川原 竹永 朝上 千種 町外 計
男 78 20 41 48 25 36 212
女 81 25 41 49 36 13 232
計 159 45 82 97 61 49 493
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￥15,334￥15,765￥9,560

菰野町の平成 30 年度決算報告が町議会で認定されました。決算報告
町債 7.2%

９億 4,065 万円

県支出金 7.3%
９億 4,680 万円

国庫支出金 8.7%
11 億 2,598 万円

交通安全対策特別交付金 0.1％
481 万円

地方交付税 10.6%
13 億 7,357 万円

地方特例交付金 0.3%
4,437 万円

自動車取得税交付金 0.5%
6,639 万円

ゴルフ場利用税交付金 0.3%
4,298 万円

地方消費税交付金 5.5％
７億 1,235 万円

株式等譲渡所得割交付金 0.1%
2,261 万円

配当割交付金 0.1％
2,803 万円

利子割交付金 0.1％
1,390 万円

地方譲与税 1.3%
１億 7,502 万円

諸収入 2.0％
２億 5,732 万円

繰越金 3.3%
４億 3,079 万円

繰入金 5.3％
６億 9,418 万円

寄附金 0.1%
412 万円

財産収入 0.1％
1,279 万円

使用料および手数料 1.2％
１億 5,742 万円

分担金および負担金 1.7%
２億 1,701 万円

町税 44.2%
57 億 4,991 万円歳　入

130億円

自

主

財

源
57.8％

財

源

依
存

42.2％

※義務的経費は支出が義務付けられ任意に削減できない
経費をいい、人件費、扶助費、公債費がこれにあたり
ます。投資的経費は、支出の効果が資本形成に向けられ、
施設などが将来に残る経費をいい、普通建設事業費や
災害復旧事業費などがこれにあたります。

・歳入全体は前年度と比べ 3.2％減

・納税義務者数の増加等で個人町民税は 1.4％増

・法人町民税は 13.6％増

公債費 5.1%
６億 3,999 万円

災害復旧費 0.2％
2,888 万円

教育費 13.5％
16 億 8,509 万円

消防費 4.4％
５億 5,221 万円

土木費 9.5％
11 億 7,979 万円

商工費 1.9%
２億 3,917 万円

農林水産業費 6.0％
７億 5,279 万円

衛生費 8.6％
10 億 7,731 万円

民生費 34.8％
43 億 4,674 万円

総務費 14.7％
18 億 2,869 万円

議会費 1.3%
１億 5,722 万円

歳　出
125億円

歳　出
・歳出全体は前年度と比べ 1.5％減

・公債費等の義務的経費は 0.1％増

・投資的経費は 22.8％減

６億 5,797 万円 ６億 3,999 万円公債清掃保健衛生

￥1,354
一人あたり 一人あたり 一人あたり

町民一人あたりの歳出額

￥299,204

￥50,321￥53,325
21 億 23 万円22 億 2,562 万円 児童福祉社会福祉

一人あたり 一人あたり￥3,767
１億 5,722 万円議会

一人あたり

３億 9,900 万円

会計別決算額（特別会計含む）
歳　入 歳　出 差　引

一　般　会　計 130億2,099万円 124億8,788万円 ５億3,311万円

特

別

会

計

国民健康保険 39億 684万円 38億3,959万円 6,724万円

土地取得 4,045万円 4,014万円 31万円

介護保険 33億 1,489万円 30億 519万円 ３億971万円

後期高齢者医療 ８億4,716万円 ８億1,614万円 3,102万円

計 211億3,033万円 201億8,894万円

※四捨五入の関係で合計額等が合わない場合があります。

企業会計 収　入 支　出 差　引

水道
事業

収益的収支 ８億2,932万円 ７億3,853万円 9,079万円
資本的収支 5,812万円 ３億5,780万円 －２億9,967万円

下水道
事業

収益的収支 12億 3,243万円 11億 6,983万円 6,260万円
資本的収支 14億 9,665万円 17億 9,888万円 －３億 223万円

菰野町 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 ― 13.62% 20.00%
連結実質赤字比率 ― 18.62% 30.00%
実質公債費比率 1.4% 25.00% 35.00%
将来負担比率 ― 350.00% ―

財政の健全化判断比率

デ
ー
タ

菰 野 町 財 政

町議会運営 老人、心身障がい者 保育園、母子、乳幼児

健康診査、各種検診、斎場 ごみ、し尿、不燃物処理 元金 ･ 利子返済

前年度比較

￥16,919
前年度比較

￥1,100
前年度比較

￥554
前年度比較

￥1,349
前年度比較

￥104
前年度比較

￥3,938
前年度比較

※平成31年３月末の総人口41,737人で算出

歳　入歳入の

POINT

歳出の

POINT

平成 年 度30

　平成30年度一般会計決算の歳入について、町
税全体で前年度に比べ1.8％の増となり、歳入全
体に占める割合では 44.2％となっています。主
なものとして、町民税は、個人町民税が納税義務
者数の増加等により1.4％の増、法人町民税が法
人税収の増加等により 13.6％の増となりまし
た。また、固定資産税は0.3％の増となっていま
す。
　前年度との比較において歳入が減少となった主
な要因としては、清掃センター整備事業や中学校
エアコン整備事業が終了し、基金の取り崩しが減
少したことなどが挙げられます。

　歳出の性質別分類では、義務的経費 ( 人件費、
扶助費および公債費 )が前年度に比べ0.1％の増
となりました。増加の要因は、平成26年度借入
の臨時財政対策債および平成28年度借入の小学
校エアコン整備事業の元金償還のための公債費の
増加等によるものです。また、歳出全体に占める
義務的経費の割合は41.0％となっています。
　投資的経費は、前年度に比べ 22.8％の減とな
りました。減少の要因は、清掃センター整備事業
および中学校エアコン整備事業の減少等によるも
のです。また歳出全体に占める投資的経費の割合
は14.2％となっています。

▶菰野町は実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字
のため「該当なし(ー )」となり、将来負担比率
も基金残高や地方交付税算入額が将来負担より大
きいため「該当なし(ー )」となります。

▶早期健全化基準のうち実質赤字比率と連結実質赤
字比率は地方公共団体の標準財政規模に応じて異
なります。

【用語の説明】
▶標準財政規模は、町税など一般会計の標準的な年
間収入です。
▶実質赤字比率は、一般会計および土地所得特別会
計の赤字額が、標準財政規模に占める割合です。
▶連結実質赤字比率は、地方公共団体における全て
の会計の合計赤字額が、標準財政規模に占める割
合です。
▶実質公債費比率は、一般会計の公債費および一般
会計が負担する公債費の合計額が、標準財政規模
に占める割合です。
▶将来負担比率は、一般会計の負債および一般会計
が負担することになる負債の合計額が、標準財政
規模に占める割合です。
▶早期健全化基準は、自主的な財政健全化が必要な
段階で、これを超えると財政健全化計画の策定等
が求められます。財政再生基準は国などの関与に
よる確実な再生が必要な段階で、これを超えると
国などから厳しい財政再生を求められます。

広報こもの
№ 714

4

広報こもの
№ 714

5



年
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第

14
回
鈴
鹿
山
麓
か
も
し
か
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
に
あ
わ
せ
て
作
品
の
募
集

を
行
っ
た
川
柳
、
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
17
点
、

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
２
９
１
点
、
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
59
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

昨

敬
称
略

◀図の赤色の区域において新
たに下水道が使用できるよ
うになる予定です。また、
青色の区域ではすでに公共
下水道の整備が完了してい
ます。

水
道
の
整
備
を
重
要
な
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
、
菰
野
町
で
は

そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
の
３
月
末
に
池
底
区
、
竹
成
区
、
永

井
区
、
榊
区
、
松
涛
園
区
の
約
２
１
０

世
帯
で
新
た
に
下
水
道
が
使
用
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。
早
期
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
、
河
川
等
の
水
質
保
全
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

下

竹成区

豊かな自然はキレイな水から

永井区

池底・竹成・永井区

下水道課問い
合わせ TEL 391-1136

391-1194FAX

菰野の水を未来へ

榊・松涛園区
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鈴鹿山麓かもしかハーフマラソン応援企画最優秀賞作品
発表

山口宏之
一般の部

波
良
唯
以

中
高
生
の
部

安田涼花小学生高学年の部

小
林
泉
心

小
学
生
低
学
年
の
部

ポスター
コンテスト

写真
コンテスト

藁科武司

川柳
コンテスト

児童の部
中学生の部

高校一般の部

町
民
の
願
う
が
皆
の

無
事
完
走

進士 平
棒手心暖

走
り
切
れ
カ
モ
シ
カ
マ
ラ
ソ
ン

自
己
ベ
ス
ト

菰
野
路
で
令
和
の
秋
を

走
り
初
め

杉本正直

「清秋を友と快走」

税務課町民税係
TEL 391-1117

391-1191FAX

住民税の申告を

給与所得控除および公的年金等控除の控除
額を10万円引き下げ、誰にでも適用され
ていた基礎控除の控除額を10万円引き上
げます。

給与所得

控除

ひとり親家庭の子どもの貧困に対応するた
め、児童扶養手当の支給を受けている事実
婚ではないひとり親の方で、前年の合計所
得金額が135万円以下である場合は、非
課税となるよう改正されます。

扶養されている方の合計所得金額や扶養している方の非課税となる基準が見直されます。
※合計所得金額とは、事業所得、給与所得、雑所得などの所得金額を合計した金額です。

基礎控除額を引き上げ

ひとり親への非課税措置

所得控除等の見直し

広報こもの
№ 714
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公的年金等

控除

10
引き下げ

万円 10
引き下げ

万円 10
引き上げ

万円

基礎
控除等

TAX

TAX

TAX

要件等 改正前 改正後
同一生計配偶者および
扶養親族の合計所得金額要件 合計所得金額38万円以下 合計所得金額48万円以下

配偶者特別控除にかかる
配偶者の合計所得金額要件 合計所得金額38万円超123万円以下 合計所得金額48万円超133万円以下

勤労学生控除の
合計所得金額要件 合計所得金額65万円以下 合計所得金額75万円以下

障害者等に対する
非課税措置の合計所得金額要件 合計所得金額125万円以下 合計所得金額135万円以下

均等割の非課税限度額の
合計所得金額

合計所得金額が28万円×（配偶者を含む
扶養親族の数＋１）＋控除対象配偶者また
は扶養親族がいる場合は16万8,000円

合計所得金額が28万円×（配偶者を含む扶養
親族の数＋１）＋10万円＋同一生計配偶者ま
たは扶養親族がいる場合は16万8,000円

所得割の非課税限度額の
総所得金額等

総所得金額等が35万円×（配偶者を含む
扶養親族の数＋１）＋控除対象配偶者また
は扶養親族がいる場合は32万円

総所得金額等が35万円×（配偶者を含む扶
養親族の数＋１）＋10万円＋同一生計配偶
者または扶養親族がいる場合は32万円

住民税の申告書は所得情報だ
けでなく、さまざまな社会保
障や行政サービスの基礎資料
となるため、所得のない方で
も住民税の申告が必要です。
※勤務先から給与を受け取っている方や
公的年金等を受給している方、所得税
の確定申告を行った方などは原則、提
出する必要はありません。

問い
合わせ

個人住民税の改正
令和３年度分から個人住民税の税制改正が行われます。

令和３年度分の個人住民税から適用！

Revision of TAX System

年  月から　月分の所得

※合計所得金額により控除額が異なる場合があります。

対象となる 所得
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◀寄贈した四日市mie ライオンズクラブ
の川邊会長（写真左）と町長

日市 mie ライオンズクラ
ブから町へ車いすが寄贈さ

れました。寄贈された車いすは
保健福祉センターけやきで使用
されます。

町へ車いす１台を寄贈

四

町の福祉のために

山家住宅が国の登録有形文化財（建造
物）に、横山氏庭園が国の登録記念

物（名勝地関係）に新登録される答申が行わ
れたことを記念してけやきホールで講演会を
開催しました。講師として横山家住宅および
庭園の所有者である名古屋外国語大学准教授
の横
よこ

山
やま

陽
よう

二
じ

さんと登録にあたって調査などを
担当した県文化財保護指導委員の蒔

まき

田
た

英
ひで

彦
ひこ

さ
んをお迎えし、新登録の答申を受けるまでの
経緯や横山家の歴史について講演を行いまし
た。講演会の最後には町長、教育長を交えて
意見交換を行い、文化財の活用方法やこれか
らの展望などを語りました。

文化財登録答申を記念しての講演会

横

日

これまでの横山家の歴史をたどる１月

◀
横
山
家
住
宅
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

語
る
横
山
准
教
授

◀
三
重
県
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
菰
野

中
学
校
の
生
徒
た
ち

ュニアオリンピックカップのハンドボ
ール大会三重県選抜チームに選ばれた

中
なか

山
やま

雄
ゆう

市
いち

良
ろう

さん、水
みず

谷
たに

元
げん

哉
や

さん、吉
よし

崎
ざき

航
こう

世
せい

さ
ん、渡

わた

邊
なべ

ヒロトさん、宇
う

佐
さ

美
み

伊
い

織
おり

さん、山
やま

下
した

紗
さ

楽
ら

さん、伊
い

藤
とう

未
み

悠
ゆ

さん、安
あん

藤
どう

萌
も

花
か

さん、森
もり

田
た

理
り

世
せ

さん、およびバレーボール大会三重県
選抜チームに選ばれた廣

ひろ

瀬
せ

優
ゆう

太
た

さんが町長を
訪問しました。町長から今大会の目標を問わ
れると、選手たちは「予選を突破して決勝ト
ーナメントに進むことです」と答えました。

三重県選抜チームに選出

ジ

18日

三重県の代表として大会に出場12月

13

野町手づくり民話絵本コンクールの表
彰イベントがけやきホールで開催さ

れました。こどもの部では日
くさ

下
か

部
べ

羽
は

奈
な

さん
の「長者池に祈る甚太郎」が、おとな
の部では早

はや

川
かわ

正
まさ

子
こ

さんと勝
かつ

田
だ

英
えい

子
こ

さん
の「じんたのおっぽ」が最優秀賞に選
ばれました。製本化された作品は町民
センターで購入することができます。

手づくり民話絵本コンクール

菰

日

今回のテーマは「長者池」１月

◀
受
賞
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

19 日

12月

17
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　　団本部　　　菰野分団	 鵜川原分団　　竹永分団

　　朝上分団　　千種分団　　湯の山分団　　本部分団

■消防庁長官表彰
前千種分団分団長▶粕谷友宏、前菰野分団副分団長▶伊藤朋
之、前朝上分団班長▶諸岡孝紀、諸岡長成、松永浩志、市川
和彦、秦	幸昭
■三重県消防協会長表彰

【精勤章】分団長▶松岡武臣　、班長▶山田知幸　【表彰徽章】
団員▶小林充尚　、加藤隆充　、岡野智紀　、高橋佑太　、
萩	 稜太　、浅野恭平　、大野右裕　、吉水幸也　、山岡	
亮　、岩見裕介　、藤川大樹
■三重県消防協会北勢支会長表彰

【消防団員表彰】団員▶安藤麻世　、羽木伸太郎　、伊関航
祐　、谷	勇輝　、河合喬也　、平野博紀　、服部好紀　、
人見元基　、栗山紀貴　、幸崎大樹　、宮崎友重　、出口利
也　、岡山洋輔　、徳武誠也
■菰野町長表彰

【功績章】副団長▶重盛秀夫　、副分団長▶佐藤浩幸　、伊
藤真也　【精績章】副分団長▶千種利憲　、班長▶山田知
幸　、芝田	篤　、団員▶加藤俊智　、中西洋介　、増田	慎　

【精勤章】分団長▶吉岡真吾　、副分団長▶樋口祐司　、団
員▶瀧	裕介　、中島裕亮　、伊藤文博　、諸岡亮太　、諸
岡智史　、松永紘樹　、松岡眞輔　、藤枝貴則　【精励章】
団員▶安藤麻世　、羽木伸太郎　、伊関航祐　、谷	勇輝　、
河合喬也　、平野博紀　、服部好紀　、栗山紀貴　、幸崎大
樹　、宮崎友重　、出口利也　、岡山洋輔　、岩﨑勇貴　、
徳武誠也　【感謝状】前千種分団分団長▶粕谷友宏、前本部
分団分団長▶中谷洋一、前菰野分団副分団長▶伊藤朋之、本
部分団分団長の妻▶吉岡美穂、菰野分団副分団長の妻▶福井
真美、千種分団副分団長の妻▶樋口沙穂
■菰野町消防団長表彰

【表彰徽章】団員▶山﨑達志　、北田貴大　、大島拓也　、
加藤史礼　、小林駿介　、中島健人　、服部慎司　、濱井俊
昭　、田中晋也　、林	和良　、木原貴央　、中村佳貴　、
小寺史朗

表彰者一覧

防出初式を保健福祉センターけやき駐
車場で開催しました。消防団員と消防

職員合わせて 173 人、車両 14 台が集い、
優良消防団員の表彰や通常点検、機械器具点
検の訓練が実施されました。また、消防職員
による実際の車両を用いての事故救助訓練の
実演も行われ、来場者は機敏に救出活動を行
う消防職員の動きに注目していました。

消

◀
式
の
最
後
に
行
わ
れ
た
消
防
団
と
消
防
署

に
よ
る
三
滝
川
河
川
敷
へ
の
一
斉
放
水

消防出初式を開催
町を守る消防団員と消防職員が結集

日

１月

12

敬称略

竹 鵜
菰 菰 菰 菰

鵜 竹 千 千
湯 本 本

団 菰
菰 菰 菰 菰 鵜

鵜 竹 竹 竹
朝 湯 本

団 鵜
朝 竹

鵜 竹 鵜 朝 朝
千

菰 菰 鵜
朝 朝 朝

朝
千

団 菰 菰 菰
菰 菰 鵜 竹

竹 竹 朝 湯 本
本

菰 菰 菰
菰 菰 菰 竹

竹 朝 千 千 本
本

本

団 鵜菰 竹
千 湯 本朝

春書き初め大会
を体育センター

で開催し、子どもから
大人まで 70 人が参加
しました。参加者はそ
れぞれ課題を決めて、
新年の思いなどを書にしたためました。作品
には「御在所岳」「菰野富士」など菰野町を
連想する言葉や「正月の朝」「お年玉」など
新年にちなんだ言葉が並びました。

第 19 回新春書き初め大会

新
日

子どもから大人まで新年を祝って書に励む１月

▲集中して書き初めに取
り組む子どもたち

11

いつの間にか SNS
のアカウント
を乗っ取ら
れ、操作が
で き な く
なった。

見覚えのない宅配
業者からのメール
を開いたら携帯電
話がおか
しくなっ
た。

叙位叙勲
	 	 	服部住雄さん
（80歳	諏訪	元鵜川原小学校長）

長年の功績を称えて

正六位 瑞宝双光章 12月17 日死去

乗っ取り 不審なメール

 四日市西警察署  394-0110
 警察安全相談専用電話 #9110
 消費者ホットライン 188 

TEL/FAX
TEL
TEL

問い
合わせ

不審点が
あれば…

三重県警察でのサイバー犯罪に関する不正アクセス・コン
ピュータウイルスの相談件数は、平成 27年から
令和元年の５年間で約 2.5 倍に急増しています。
下記のような事例にご注意ください。

ウィルス感染

「ウィルス感染」と
表示され、指定され
た番号に電話し
て、指示ど
おりお金を
支払った。

不
用
意
に
メ
ー
ル
内
の
U
R
L

か
ら
サ
イ
ト
に
接
続
し
な
い

使
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
で
I
D

や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
入
力
し
な
い

不
審
な
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
開
か
な
い

不
審
な
メ
ー
ル
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
検
索
す
る

不
安
が
あ
れ
ば
、
警
察
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

対策１ 対策２ 対策３ 対策４ 対策５

NG
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『「男はつらいよ」50 年をたどる。』
▶都築政昭 /著
▶ポプラ社（778.2/ ツ）	
国民的映画はどのように生まれたのでしょうか？
誕生秘話から渥美	清の知られざるエピソードまで、この１
冊で映画「男はつらいよ」の世界がわかります。映画公開
50周年を迎えた今、改めて寅さんの世界をたどってみませ
んか。

『戦場の秘密図書館～シリアに残された希望～』
▶マイク・トムソン /著
▶小国綾子 /編訳
▶文溪堂 (J010/ ト )
シリア内戦の際、政府軍による空爆で完全封鎖されていた
ダラヤという町で本を集めて命がけで作られた図書館があ
りました。本は人の心を癒し、励ましてくれるという信念で、
戦場の秘密図書館を守り抜いた若者たちの感動のノンフィ
クションです。

『ふゆのはなさいた』
▶安東みきえ /文
▶吉田尚令 /絵
▶アリス館	(E/ ヨ )
はじめての冬をむかえたこねずみと、池に住む金魚の友情
のおはなしです。「ある　さむい日のことでした。」と印象
的な一文で始まるこの物語は、読み進めるうちに心があた
たまります。大人にも読んでいただきたい１冊です。

新着図書から

広報こもの
№ 714
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１ 土

２ 日

３ 月休館日

４ 火

５ 水

６ 木

７ 金

８ 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

９ 日

10月休館日

11火休館日

12水休館日

13木休館日

14金休館日

15土休館日

16日休館日

17月休館日

18火

19水

20木

21金

22土 14:00 ～　楽しいおはなし会

23日

24月

25火休館日

26水

27木 15:30 ～　英語のおはなし会

28金

29土

図書館カレンダ－

　

令
和
２
年
を
迎
え
て
早
く
も
１
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
回
は
来
年
度
に
策
定

す
る
第
６
次
菰
野
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
と
い
う
と
、「
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
は
町
と
し
て
、
と
て
も
重

要
な
計
画
な
の
で
す
。
何
事
も
計
画
的
に

進
め
る
べ
き
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
計

画
が
め
ざ
す
べ
き
理
想
・
目
標
の
姿
と
そ

こ
に
至
る
道
筋
を
描
く
も
の
だ
か
ら
で

す
。
目
標
が
な
け
れ
ば
ど
ち
ら
に
行
け
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
目
標
が
あ
っ
て
も

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
は
た
ど
り
着
け

ま
せ
ん
よ
ね
。
行
政
が
事
業
を
行
う
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
が
、
総

合
計
画
は
、も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
、

ま
さ
に
町
全
体
の
理
想
の
姿
と
、
そ
こ
に

至
る
方
策
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
方
策

を
実
行
す
る
た
め
に
具
体
的
な
事
業
が
あ

り
、
そ
の
事
業
に
お
い
て
も
総
合
計
画
よ

り
さ
ら
に
細
か
い
個
別
の
計
画
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
合
計
画
は
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
も
、
将
来
に

わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住

む
こ
と
の
で
き
る
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
住
民
本
位
の
考

え
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

具
体
化
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
計
画
は
共
有
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

身
近
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
た
な
総
合
計
画
策
定
に
向

け
、「
町
長
と
語
ろ
う
」
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
に
も
「
ど

ん
な
町
に
し
た
い
か
」「
そ
の
た
め
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
の
点
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
議
論

を
交
わ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

Theme	11

2

総 合 計 画 の 策 定

り

町
長
の

ひとり

語

◀廣幡神社の舞殿

「新生活～一歩踏み出すあなたへ～」

2

新生活
～一歩踏み出すあなたへ～

▶２月 18日から

2

　

農
村
芝
居
の
舞
台
は
神
社
の
物
置
の
よ

う
な
場
所
で
し
た
。
し
か
し
、
年
に
一
度

の
鎮
守
の
祭
り
で
芝
居
が
行
わ
れ
る
際
、

村
人
が
集
っ
て
舞
台
も
息
を
吹
き
返
し
ま

す
。
都
会
か
ら
有
名
な
役
者
が
来
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
芝
居
は
村
人

た
ち
の
手
で
伝
承
さ
れ
、
舞
台
は
共
有
財

産
と
し
て
大
事
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

舞
台
は
設
備
も
充
実
し
て
お
ら
ず
、
芝

居
を
演
じ
る
だ
け
の
大
き
さ
で
、
楽
屋
は

舞
台
の
背
面
に
あ
る
大
部
屋
だ
け
で
し

た
。
農
村
舞
台
は
こ
の
よ
う
に
簡
素
な
も

の
で
し
た
が
村
の
建
物
の
中
で
は
決
し
て

小
さ
く
は
な
く
、
舞
台
か
ら
見
物
席
ま
で

を
含
め
る
と
村
民
全
員
が
集
ま
れ
る
か
な

り
の
広
さ
の
敷
地
が
必
要
で
、
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
鎮
守
の
社
の
境
内
に
目
を
つ
け

ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

若
い
男
女
の
語
ら
い
や
村
民
の
結
束
の
場

所
と
な
り
、
楽
し
み
や
悲
し
み
が
生
ま
れ

る
中
心
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
廣
幡
神
社
に
舞
殿
が
あ
り
、

演
芸
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
は
神
社
社
務
所
や
寺
院
の
本
堂
に
も
舞

台
を
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
芸
会
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第71回

菰
野
の
村
芝
居

村
芝
居
の
は
じ
ま
り

城
下
の
芝
居

蔵書点検のため休館
▶２月 10日から２月 17日まで

蔵書点検のため休館

進学や就職、転職など新しい一歩を踏
み出す方のための本を集めました。
▶『もっとやりたい仕事がある！』
▶『50代から生涯暮らすリフォーム』
▶『大学１年生の歩き方』など

　

宝
永
７
年
（
１
７
１
０
）
に
庄
部
に

市
神
を
祀
り
六
斎
市
場
を
開
設
し
ま
し

た
。
神
輿
の
渡
御
神
事
を
行
い
、
庄
部
に

お
旅
所
を
建
立
し
て
市
場
の
繁
栄
を
祈
り

ま
し
た
。
こ
の
祭
礼
で
は
奉
納
相
撲
と
と

も
に
四
瀬
古
芝
居
を
催
し
た
城
下
町
の
南

瀬
古
、
東
町
、
北
瀬
古
、
川
原
町
の
四
集

落
が
交
代
で
芝
居
の
興
行
に
あ
た
り
ま
し

た
。
宝
暦
年
間
は
領
内
節
倹
令
の
た
め
、

四
瀬
古
芝
居
は
一
時
中
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
に
復
活

し
、
藩
主
も
お
忍
び
で
見
物
し
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
大
阪
俄に
わ
かな

ど
が
芝
居
の

一
座
を
組
み
、
巡
業
に
来
て
村
に
宿
を
取

り
広
場
、
空
き
地
、
田
ん
ぼ
な
ど
に
小
屋

を
造
っ
て
喜
劇
・
時
事
劇
を
興
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
安
来
節
・
浪
花
節
・
江
州

音
頭
・
三
河
萬
歳
・
尾
張
萬
蔵
・
御
殿

萬
歳
・
獅
子
舞
も
巡
業
し
て
き
ま
し
た
。

平
野
諸
雑
記
抜
書
に
よ
る
と
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）、
御
領
内
一
般
五
穀
成
就
の

祈
願
の
た
め
、
村
々
思
い
思
い
の
芝
居
、

曲
芸
、
相
撲
、
芸
者
の
手
踊
り
な
ど
が
祭

礼
中
３
日
間
に
わ
た
り
催
さ
れ
た
と
記
録

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
清
、
日
露
の
戦

勝
祝
賀
記
念
に
も
人
形
浄
瑠
璃
（
文
楽
）

の
芝
居
が
廣
幡
神
社
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

休館にともない、特別貸出を行います。

図書・雑誌 映像資料
実施期間 １月29日～２月９日 ２月４日～９日
貸出数 １人10冊まで １人４点まで

貸出期間 ３週間 ２週間

※休館中の返却は返却ポストが利用できます。ただし、映像資料、
ＣＤなどの付録付き資料、大型絵本、紙芝居、他の図書館か
ら借りた本は開館後に直接窓口への返却をお願いします。

２
10

【 M O N . 】

２
【 M O N . 】

図書館休館日

17
麒麟がくる

▶２月９日まで

2



「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けすることができます。
ご希望の方は役場企画情報課（TEL391-1105/FAX391-1188）にお問い合わせください。

■菰野町ホームページアドレス（URL）http://www.town.komono.mie.jp/　■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp 
＊インターネットの菰野町ホームページでは、広報こものを当紙と同じ体裁でご覧いただけます。

＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。　

「
寒
い
よ
ね
膝
の
調
子
は
ど
う
な
の
」
と

子
が
問
い
く
れ
て
涙
腺
ゆ
る
む

ありがとう
ございます

1212

俳
句　
竹
永
公
民
館
郁
子
句
会　

小
森
て
る
美　

選

短
歌　
清
流
短
歌
教
室

12 月末現在

数 増減
総人口 41,697人 －５人
男 20,675人 ＋５人
女 21,022人 － 10人
総世帯数 16,626世帯 － 11世帯
下水道接続人口 28,796人 － 55人
接続率（対総人口） 69.1％ － 0.1％

生
き
て
い
る
生
か
さ
れ
て
い
る
に
は
理わ

け由
あ
る
ら
ん

血
圧
は
か
り
薬
飲
む
な
り

冬
眠
す
る
蛙
の
邪
魔
を
し
し
私

許
し
を
請
う
て
土
か
ぶ
せ
お
り

ま
白
な
る
障
子
に
映
ゆ
る
妣は
は

の
部
屋

み
ぎ
足
伸
ば
し
本
読
む
が
顕た

つ

山
茶
花
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
手
袋
を

眺
め
て
我
も
行
き
過
ぎ
る
な
り

寝
こ
ろ
べ
ば
犬
が
眠
り
て
ネ
コ
も
寝
る

午
後
の
雨
音
ひ
っ
そ
り
と
し
て

件数 １月からの累計

火災発生 ０ ８
救急車出動 147 1,598
交通事故 11 158
急病 108 1,063
一般負傷 20 265
その他 ８ 112
救助出動 ０ 31
交通事故 106 1,220
物損事故 100 1,159
人身事故 ６ 61

死者 ０ ２
傷者 10 81

広報菰野２月号　令和２年２月１日発行　№714
三重県三重郡菰野町大字潤田1250番地　菰野町役場　▼企画編集　企画情報課　▼印刷　イヤマ印刷
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　このコーナーでは菰野町の懐しい風景
を紹介します。今月号は昭和２年頃、建
立された千種城址の記念碑の写真です。
完成後は記念碑の除幕式も行われまし
た。

第
95
回

　菰野町では、令和元年台風第19号災害の被災地に対する義援金の受付を行っ
ています。皆さまから義援金として、225,670 円（１月 24日現在）のご支
援をいただいています。この義援金は日本赤十字社三重県支部を通じて被災地
へ送ります。

【問い合わせ】総務課安全安心対策室　TEL391-1102　FAX394-3199

令和元年台風第19号災害へのご支援ありがとうございます

花
木
み
ち
子

豊
田
眞
智
子

平
井
光
子

増
田
陽
出
美

平
林
和
江

尾
崎
久
美
子

写真の撮影場所

吊り上げて台座の上に
設置される記念碑

菰野町のために▶故諸岡茂次さんから20万円▶平成３年度菰小同窓
会から１万円
社会福祉のために▶匿名で11,067円▶廣幡神社相撲愛好会一同から
２万円▶匿名で１万円▶匿名で30万円▶匿名で20万円▶匿名で300
万円▶鵜川原小学校５年生からもち米４㌕▶菰野ライオンズクラブか
ら３万円▶匿名で１万円▶匿名で22万円▶匿名で１万円▶匿名で２万
円▶故矢田義美さんから30万円

黄
金
の
初は
つ

東し
の
の
め雲

や
伊
勢
の
海

陣
を
張
り
攻
め
る
時
待
つ
冬
将
軍

静
け
さ
と
老
の
暮
ら
し
へ
三
日
か
な

十
二
支
に
入
れ
ぬ
猫
と
寝
正
月

初
詣
家
族
揃
っ
て
ワ
ン
チ
ー
ム

五
日
過
ぎ
五
日
の
し
な
ひ
掛
大
根

初
空
や
見
入
り
て
一
枚
空
写
真

躍
動
の
予
感
広
が
る
初
明
り

赤
塚
恵
子

山
下
鞆
絵

田
中
利
秋

千
種
知
子

伊
藤
え
い
し

松
岡
末
雄

岡
田
り
え

小
森
て
る
美

協力して記念碑を台座
に固定する様子


